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                         2023年1月17日 

   国際ロータリー第2820地区 

   ２023-2024年度 奉仕プロジェクトリーグ 

                                                                                 職業奉仕総括委員長 安 圭一 

                                        

 

「職業奉仕について」 
 

 ロータリーの基本と言われる「職業奉仕」について改めて学びましょう、という月間となり 

ました。そこで、まずはから確認したいと思います。 

 

１ ロータリーの基本理念 

  ロータリーの目的は、「意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むこと。」

にあります。具体的には、次の各項を奨励しています。 

第1 知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること。 

第2 職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会に奉 

仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものにすること。  

第3 ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、日々、奉仕 

の理念を実践すること。 

第4 奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、親善、平和 

を推進すること。 

職業奉仕は、「目的」の第2項を土台としており、それによれば、ロータリアンは次のことを 

奨励し、育むことが求められています。 

職業上の高い倫理基準を保つこと。役立つ仕事はすべて価値あるものという認識すること。 

社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものとすること。 

さらに、職業奉仕の実践として、具体的にいくつかの方法が提案されています。 

①例会で、各会員が自分の職業について話し、互いの職業について学び合う。 

②地域社会での奉仕プロジェクトで職業スキルを生かす。 

③高潔さを重んじて仕事に取り組み、言動を通じて模範を示すことで倫理的な行動を周囲に 

促す。 

④若者のキャリア目標を支援する。 

⑤専門能力の開発を奨励し、指導する。 

職業奉仕はロータリーの核心であり、世界中の地域社会で奉仕を行う土台となるものです。 

即ち、社会奉仕や国際奉仕、青少年奉仕を実施する全てのロータリアンが共有する価値基準で 
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す。ロータリークラブには、多様な職業や経験をもつ会員がおり、地域社会のさまざまなビジ 

ネス、団体とのつながりを生かした活動が実践されています。ロータリアンには 職業スキルを 

奉仕に生かし、自らの職業をクラブで代表するとともに 、職場においてもロータリーの理念を 

実践することが求められています。職業奉仕は単なる精神的な指針ではなく、行動することが 

大切です。 

 

２ 職業奉仕の歴史 

「職業奉仕とは何でしょうか。結論から述べると、職業生活を営んでいく上で、自らの事 

業に関連する関係者( 顧客・従業員・取引業者 )を対象にして行う全ての活動を総称して、 

職業奉仕と呼んでいます。 

従って職業奉仕の活動の場は、自らの職場だということになりますし、奉仕活動の主人 

公は、事業主であるあなた自身だということになります。そして職業奉仕を実践した成果 

は、これらの関係者全員に及びます。 

この考え方を提唱したのが、アーサー・フレデリック・シェルドンであり、それを具体 

的に表すモットーとして作られたフレーズが、 「He profits most who serves best 最も多 

く奉仕する者、最も多く報いられる」です。 

なお、このモットーは、元来、1902 年に創立された、シェルドン・スクールのために作 

られたモットーであり、「The Golden Rule 黄金律 Do unto others as you would have 

them do unto you 貴方が他人からしてもらいたいことを、先に他人にしてあげなさい」 

を経営学に基づく奉仕理念に基づいて分かり易く言い直した文章だと説明しています。」 

       以上 田中毅「シェルドンの奉仕理念」 

 

ロータリーにとって重要な奉仕理念である職業奉仕について、その歴史的な変遷を踏まえ、 

現代社会において存分にその理念を実践できるよう、学ぶ機会を設けてまいります。また、本 

年度は近年話題になっている「メンタルヘルス」に注目した研修会を実施しています。コロナ 

や戦争といった様々な問題が起こっている現代社会では、全ての人の精神的なサポートが必要 

とされています。職業人として、必要な知識及び実践方法についての研修会を実施し、月信で 

の発信も行い、出張卓話も実施していきます。 

「職業奉仕」について、一緒に学んでみませんか。 

 

2023年1月17日 

   国際ロータリー第2820地区 

２023-2024年度 奉仕プロジェクトリーグ 

                                                                                  職業奉仕総括委員長 安 圭一 
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例会欠席の場合は、必ず前日までに事務局に連絡してください 

 
地区ロータリー財団セミナー 受講報告 

 

 

１．日 時：2024年1月20日（土） 14:00 ～ 17:30 

２．会 場：水戸 三の丸ホテル 

３．出席者：海野宏幸 

４．内 容 

 大久保ガバナー、新井財団委員会総括委員長、飯村ロータリー財団第一地域 

 コーディネーターからの挨拶に続き、セミナー及びパネルディスカッション 

 【セミナー】 「2820地区財団の現状」 

   ・ローターアクトが活躍した補助金事業 

   ・ポリオプラスの現状 

   ・令和６年能登半島地震緊急支援について 

   ・グローバル補助金事業について 

   ・国際交流奨学金の現状について 

 【ロータリー財団の最新情報】 

 【パネルディスカッション】 テーマ「補助金プロジェクトの質をたかめるには」 

   ５名のパネラーによるテーマの討論会 

   飯村財団第１地域コーディネーターからの講評 

５． 大高ガバナーエレクト、瀬戸ガバナーノミニーからの総評・講評を伺い、終了。 


